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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年4月21日(2016.4.21)

【公表番号】特表2015-521220(P2015-521220A)
【公表日】平成27年7月27日(2015.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2015-047
【出願番号】特願2015-510725(P2015-510725)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   8/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/36     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    8/42     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   15/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   21/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/04     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/36     　　　　
   Ｂ６０Ｃ    1/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月3日(2016.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー鎖の開始点に式（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（ＩＩａ）、又は（ＩＩｂ）：
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【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２は、同じであるか又は異なり、それぞれＯ、Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉな
どのヘテロ原子を含んでいてもよいアルキル、シクロアルキル、アリール、アルカリール
、及びアラルキル基であり、
Ｚは、Ｃ及びＨに加えて、Ｏ、Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉなどのヘテロ原子も含んでいてもよ
い二価の有機基である）
の３級アミノ基を有し、
　前記ポリマー鎖の末端に式（ＩＩＩ）：
【化２】

（式中、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６は、同じであるか又は異なり、それぞれＨ、又は、Ｏ、
Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉなどのヘテロ原子を含んでいてもよいアルキル、シクロアルキル、
アリール、アルカリール、及びアラルキル基であり、
Ａは、Ｃ及びＨに加えて、Ｏ、Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉなどのヘテロ原子も含んでいてもよ
い二価の有機基である）
のシラン含有カルビノール基又はその金属塩又はその半金属塩を有することを特徴とする
、ジエンポリマー。
【請求項２】
　前記ジエンポリマーの前記ポリマー鎖の末端にある前記式（ＩＩＩ）の前記シラン含有
カルビノール基が、式（ＩＶ）：
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【化３】

（式中、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６は、同じであるか又は異なり、それぞれＨ、又は、Ｏ、
Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉなどのヘテロ原子を含んでいてもよい、アルキル、シクロアルキル
、アリール、アルカリール、及びアラルキル基であり、
Ａは、Ｃ及びＨに加えて、Ｏ、Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉなどのヘテロ原子も含んでいてもよ
い二価の有機基であり、
ｎは、１～４の整数であり、
Ｍは、１～４価の金属又は半金属、好ましくはＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｆｅ、Ｃｏ
、Ｎｉ、Ａｌ、Ｎｄ、Ｔｉ、Ｓｉ、及び／又はＳｎである）
の金属塩の形態であることを特徴とする、請求項１に記載のジエンポリマー。
【請求項３】
　前記ジエンポリマーが、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ブタジエン－イソプレン共
重合体、ブタジエン－スチレン共重合体、イソプレン－スチレン共重合体、又はブタジエ
ン－イソプレン－スチレンターポリマーであることを特徴とする、請求項１又は２に記載
のジエンポリマー。
【請求項４】
　前記ジエンポリマーが、１００００～２００００００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは１０００
００～１００００００ｇ／ｍｏｌの平均分子質量（数平均）を有することを特徴とする、
請求項１に記載のジエンポリマー。
【請求項５】
　前記ジエンポリマーが、－１１０℃から＋２０℃、好ましくは－１１０℃から０℃のガ
ラス転移温度を有することを特徴とする、請求項１に記載のジエンポリマー。
【請求項６】
　前記ジエンポリマーが、１０～２００、好ましくは３０～１５０（ムーニー単位）のム
ーニー粘度［ＭＬ１＋４（１００℃）］を有することを特徴とする、請求項１に記載のジ
エンポリマー又はジエンコポリマー。
【請求項７】
　前記ポリマー鎖の前記末端に官能基を導入するために使用される官能化剤が、１種以上
の１－オキサ－２－シラシクロアルカンであり、前記ポリマー鎖の前記開始点の前記３級
アミノ基が、一般式（Ｖａ）、（Ｖｂ）、（ＶＩａ）、又は（ＶＩｂ）：
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【化４】

（式中、Ｒ１、Ｒ２は、同じであるか又は異なり、それぞれＯ、Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉな
どのヘテロ原子を含んでいてもよいアルキル、シクロアルキル、アリール、アルカリール
、及びアラルキル基であり、
Ｚは、Ｃ及びＨに加えて、Ｏ、Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉなどのヘテロ原子も含んでいてもよ
い二価の有機基であり、
Ｍは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋである）
の３級アリルアミン含有重合開始剤を使用して導入されることを特徴とする、請求項１に
記載のジエンポリマーの製造方法。
【請求項８】
　前記１－オキサ－２－シラシクロアルカンが、一般式（ＶＩＩ）：

【化５】

（式中、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６は同じであるか又は異なり、それぞれＯ、Ｎ、Ｓ及び／
又はＳｉなどのヘテロ原子を含んでいてもよい、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、アリー
ル、アルカリール、及びアラルキル基であり、
Ａは、Ｃ及びＨに加えて、Ｏ、Ｎ、Ｓ及び／又はＳｉなどのヘテロ原子も含んでいてもよ
い二価の有機基である）
の化合物であることを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　重合開始剤が、３級アリルアミンと有機－アルカリ金属化合物との、その場での又は別
の予備工程での反応によって得られ、１種以上の１－オキサ－２－シラシクロアルカンが
、前記ポリマー鎖の反応性末端との反応のために使用されることを特徴とする、請求項７
に記載のジエンポリマーの製造方法。
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【請求項１０】
　前記１－オキサ－２－シラシクロアルカンが、重合完了後に添加されることを特徴とす
る、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アニオン重合開始剤が、３級アリルアミンと有機－アルカリ金属化合物との反応に
よって得られることを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　使用される前記３級アリルアミンが、Ｎ，Ｎ－ジメチルアリルアミンであり、前記有機
－アルカリ金属化合物が、ブチルリチウムであることを特徴とする、請求項９に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記３級アリルアミンのモル量が、前記有機－アルカリ金属化合物のモル量以下であり
、モル比が、より好ましくは０．０５～２．００：０．０５～２．００であることを特徴
とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１－オキサ－２－シラシクロアルカンの量が、前記ポリマー鎖の反応性末端を有す
るポリマーの量を基準として０．００５～２重量％、好ましくは０．０１～１重量％であ
ることを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項１５】
　前記反応にカップリング剤が使用されることを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のジエンポリマー、劣化防止剤、オイル、フィラー
、ゴム及び／ゴム助剤を含有することを特徴とする、加硫性ゴム組成物。
【請求項１７】
　請求項１又は２に記載のジエンポリマーを含有する加硫性ゴム組成物。
【請求項１８】
　前記ポリマー鎖の開始点に前記式（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（ＩＩａ）、又は（ＩＩｂ）の
３級アミノ基を有し、前記ポリマー鎖の末端に前記式（ＩＩＩ）の官能基を有する請求項
１に記載の官能化されたジエンポリマーを含有する、加硫性ゴム組成物。
【請求項１９】
　前記ポリマー鎖の開始点に前記式（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（ＩＩａ）、又は（ＩＩｂ）の
３級アミノ基を有し、前記ポリマー鎖の末端に前記式（ＩＶ）の官能基を有する請求項２
に記載の官能化されたジエンポリマーを含有する、加硫性ゴム組成物。
【請求項２０】
　前記ポリマー鎖の開始点に前記式（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（ＩＩａ）、又は（ＩＩｂ）の
３級アミノ基を有し、前記ポリマー鎖の末端に前記式（ＩＩＩ）又は（ＩＶ）の官能基を
有する請求項１又は２に記載の官能化されたジエンポリマーを含有する、加硫性ゴム組成
物。


	header
	written-amendment

